
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公益財団法人 

加古川市国際交流協会 2017. 10 
CONTENTS 

vol.32 

 
Public 

Information 

英語で交流がんばりました！ 
（中学生海外派遣） 

南米ブラジル、いってきました！ 
（青年海外派遣） 

Kakogawa International Association 

 

２０１７年度後期 国際交流事業紹介         ２－３ 
 
特集 職員出前サービスのご案内        ４    
 

ＮＥＷＳ＆お知らせ            ５－６      
 

 

浴衣は初めて！うれしいです！（なつまつり） 
 

かつめしもブラジルに行きました 
（青年海外派遣） 

 
 

日本文化に触れました 
（鶴林寺お茶会） 
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2000 年から始まった協会主催の語学講座。今年

度は「基礎から学ぶ英会話」「基礎から学ぶ中国語

会話」の２講座を実施しました。いずれの講座にも

たくさんの応募がありました。教室は受講生と講師

の距離も近く、皆さんたのしく学んでいます。外国

人講師とのコミュニケーションを通して、言語だけ

でなく、その国の文化や習慣などにも触れることが

できます。 

 
２０１７年度後期 

１９７３年７月に姉妹都市提携を締結して以来、

青年の相互派遣をはじめ教育や文化など多くの分野

で交流を続けてきたブラジル連邦共和国マリンガ市

が５月に市制７０周年を迎えました。 

加古川市から岡田市長、井上議長をはじめ 7名の

訪問団が姉妹都市・マリンガ市を訪問し、マリンガ

市制 70周年を祝う式典に参加し、両都市の絆をさ

らに深めました。 

 

 

鶴林寺で行われた茶会に、協会で日本語を勉強

している外国人と講師、計 21 名が参加しました。

参加者の中には初めての茶会で、作法や正座に緊

張する姿も見られましたが、見よう見まねで挑戦

しました。立派な寺院と美しい園内を巡り、日本

文化に触れる貴重な体験ができました。 

この日は BANBAN テレビ（ケーブルテレビ）

の取材もあり、インタビューを受けた外国人はが

んばって日本語で答えることができました。 

 

みんなでたのしく勉強しています 
 

（5／6～5/14） 

開講 2４年目を迎える本講座。入門・初級・初

中級と 3 クラスに分かれ、13 カ国約 50 名の外

国人が受講しています。協会ボランティア講師の

熱意ある指導のもと、受講生は意欲的に学習して

います。講座を通じて、異なる国の人同士が交流

を深める姿もみられます。加古川在住の外国人は

年々増加しており、開講後も受講者が増えていま

す。 

講座の最終日(2018 年3 月 11日)に、1年の

成果を発表する「外国人による日本語スピーチ発

表会」を開催します。 

（4／29） 

基礎から学ぶ中国語会話の授業風景 

国 際 交 流 事 業 紹

「 

介 

本堂の前で記念撮影 
 

記念式典にて撮影 
 

★姉妹都市ミニ知識★ 

ブラジルには、「コブ牛」というラクダのようにコブがあ

る牛があります。コブは柔らかくて脂身のあるお肉のよ

うです。ブラジルに行った際は食べてみてくださいね。 
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滞在中は市長表敬訪問や日本庭園、日本語学校な

どへの訪問を行いました。また、4日間のホームス

テイではホストファミリーとの交流を通じて、ブラ

ジルの文化や習慣を学びました。サンパウロ市内

や、イグアスの滝、リオデジャネイロ市内等を見学

し、帰国しました。 

 

協会で日本語を勉強している外国人や講師、その

家族が集まり、なつまつりを開催しました。今年は

約 14 カ国約 100 名を越える参加者があり、会場

は大盛り上がりでした。参加者が自国の料理を持ち

寄る会食パーティでは、様々な国の料理がテーブル

に並び、食を通じて交流が行われました。 

 

（8／１５～8/26） 

（7／9） 

（8／8～8／17） 

市内の中学生 10名が、姉妹都市のニュージーラン

ド・オークランド市を訪れました。 

滞在中は 6日間のホームステイを行い、派遣生は積極

的に英語でコミュニケーションをはかるなど頼もしい

姿が見られました。現地の学校訪問では、日本の歌を披

露し、同世代の生徒と触れあうなどして互いに心を通わ

せることができました。また、先住民族マオリの歴史や

伝統文化に触れるなど大変貴重な経験となりました。  

音頭に合わせて踊りました 
 

マリンガ市議会にも行きました 
 笑顔のおもてなし 

輪投げも大盛況！ 
 

会食後は、輪投げとビンゴゲームをして、会場は大

いに盛り上がりました。最後に、全員で「炭坑節」と

「ビューティフルサンデー」を踊り、会場は熱気と笑

顔に包まれました。浴衣や法被を着て、日本の伝統的

な夏の文化をたのしむことができました。 

 

（8／8～8／12） 

岡田市長をはじめ 5名の派遣団が、オークランド

市を訪問しました。滞在中は、市役所表敬訪問・平

和の集いによる日本庭園視察・中学生海外派遣に同

行して現地の学校視察を行いました。今回の派遣を

通じてオークランド市との絆をさらに深めることが

できました。 

日本庭園の前で記念撮影 

市内の青年を姉妹都市のブラジル・マリンガ市へ

派遣するこの事業に、今年は３名の青年が参加しま

した。また、「うまいでぇ！加古川かつめしの会」

より 1名が加古川名物かつめしの普及・啓発も兼ね

て、同行しました。 

 

（9／3） 

日本語指導における疑問や悩みを相談する機会と

なり、熱心に意見を交わす姿がみられました。今後

も意見交換会の実施を望む声も多かったため、開催

を予定しています。 

当協会のプライベー

トレッスンでボランテ

ィア講師をしている 8

名の方が日本語講師同

士の意見交換会に参加

されました。 グループ毎に悩みを相談 

オークランド市 市章 
マリンガ市 市章 
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国際交流への理解を深めるために、海外で活動され

た方の体験談や、外国人によるお国紹介をします。 

詳しい内容は、協会まで

お問い合わせください 

あなたの家に眠っている浴衣や帯を国際交流に役立ててみませんか。 

外国人にとって、日本の文化に触れる機会は大変貴重です。特に、伝統衣装である浴衣は 

人気があります。寄付していただいた浴衣は、なつまつりなど協会の事業で使わせていただきます。 

＜対象品＞ 

★浴衣（男性用、女性用、子ども用問いません。甚平も OK） 

★帯、兵児帯、紐 

★下駄、草履 

★その他浴衣に関する物品 

 
＜寄付時の注意点＞ 

●浴衣はクリーニング済、または、洗濯済の

状態であること。（アイロンがけをしてあれ

ば手洗いで十分です） 

●シミやよごれの多いもの、破れているもの

はご遠慮ください。 

 

※一式セットでも、単品でも可 

※サイズは問いません。 

(ただし、サイズ表示があると助かります。) 

 

加古川市に住んでいる外国人の状況や加古川市国際

交流協会が行っている事業などをご説明します。 

姉妹都市への派遣や外国人支援のボラ

ンティアなど、誰でもできる！国際交流

やボランティア活動をご紹介します。 
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  をはじめました♪ 

ページから 

検索してください。 

「加古川市国際交流協会」か、 

「@kiakakogawa」でみつかります。 

 

随時更新中♪ 

いいね してくださいね♪ 

ホームページもよろしくお願いします♪ 

姉妹都市との交流事業や外国人支

援のボランティアなど、協会事業に

関するお知らせや、イベントのよう

すなどを載せています。 

 

加古川市国際交流協会は、明石市国際交流協会、西宮市国際交流

協会と「広域多市連携パートナーシップ協定」を結びました。 

災害時の外国人住民に対する支援は、担い手不足などにより十分で

はないため、市の垣根を越えて外国人の支援をしていきます！！ 

 

 

災害時や防災訓練において外国人を支援！！ 

加古川市国際交流協会

のホームページからも

ダウンロードできます。 

広域多市連携パートナーシップ協定 

子どもと親の防災ガイドブック（多言語対応） 

当協会ホームページ

のトップ画面、「外国

人のための防災情報」

をチェック！ 
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 （公財）加古川市国際交流協会  
〒675-0017 加古川市野口町良野 387-1 

TEL 079-425-1166    FAX 079-425-0200 

ホームページアドレス：http://kakogawa-kia.or.jp                  

Ｅ-ＭＡＩＬ： info@kakogawa-kia.or.jp 

協会活動の紹介や参加者募集のお知らせを掲載した

ホームページを公開しています。ぜひご覧ください。 

 

 

使用済みの切手・ハガキ等の回収 

使用済みの切手、ハガキ、インクカートリッジ、プリ

ペイドカード、外貨コイン、飛行機の搭乗半券を回収し

ています。ハガキは書き損じのものでも結構です。集ま

ったものは日本国際ボランティアセンターを通じて、東

南アジア諸国の振興に役立てられます。協会まで持参い

ただくか、郵送してください。皆さんのご協力をお待ち

しております。 

 

 

 

 
 

国際交流センター利用案内 

●貸館時間 ：午前９時～午後９時 
(日曜日は午後５時まで) 

●休館日   ：毎週月曜日 
(国民の休日等が月曜日にあたるときはその翌日) 

●使用申込 ：利用希望日の２ヶ月前の１日 
 (休館日の場合はその翌日)から申込みを受付けます。 

事業計画（予定） 

 
●ふれあい国際料理講座② 

１１月５日(日) 
外国人も日本人も大歓迎です！！ 

料理を通して国際交流しませんか？ 

 

講師：坂尻幸子さん 

対象：中学生以上 

   内容：まきずし、茶碗蒸し 

 

募集締切：１０月２４日（火） 

 

●ふゆまつり       １２月１０日（日） 

●日本語ボランティア養成講座初級Ⅰ  

    １月２０日（土）～３月１７日（土） 

●障がい者海外派遣            

２月９日（金）～１６日（金） 

●外国人による日本語スピーチ発表会  

３月 １１日（日） 

詳細はＨＰをご覧ください♪ 

また電話でも気軽にお問い合わせください♪ 

 

 

２０１７年度後期募集講座 

 

最終日の模擬授業のようす グループで意見交換 

  
 
 
日本語ボランティア 
養成講座初級Ⅰのご案内 

日時：201８年 1 月 20 日～3 月 17 日 

毎週土曜日（全９回）午後１時３０分～ 

午後４時３０分 

場所：加古川市国際交流センター 

内容：初級レベルの日本語文法・構文のポイントを

媒介語を使わずに（外国語を使わずに日本語

で）教える方法を学ぶ。 

   また、模擬授業を行うことでより実践的な指

導方法を身につける。 

教え方のコツ、 

身につけてみませんか・・・？  

どうやって日本語を教えたらいいの・・？ 

そんな悩みをお持ちのあなた、是非ご参加

お待ちしております！ 

 加古川市在住外国人の人数 

（２、５５９人） 

1 位 韓国    ８４７人 

2 位 中国     ４６７人 

3 位 ベトナム  ３０３人 

4 位 フィリピン ２５９人 

5 位 ブラジル  １８６人 

 2017 年 9 月４日現在 
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